
 

大村ロータリークラブ週報 No.３７ 
令和７年５月２７日発行（通算例会 3,１３８回） 

 会長：大塚 真一  幹事：宮本 朗  

202４～202５年度 国際ロータリーテーマ 

『ロータリーのマジック』 RI 会長 ステファニーA・アーチック 

202４～202５年度 大村ロータリークラブテーマ 

思いやりの精神（こころ）でロータリーを楽しみ、ロータリーの仲間の輪を広げよう 

青少年奉仕月間 

5 月のロータリーのテーマは「青少年奉仕月間」となっています。青少

年奉仕月間とは何でしょうか、国際ロータリーの五大奉仕部門、クラブ

奉仕、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕、青少年奉仕、その一つ、青少年

奉仕はロータリーが若い世代を重視していることを表しています。青少年が将来においての課題

を克服できるよう、私たちがロータリアンとして、青少年への奉仕、青少年の将来に対する奉仕、

さらに人類全体への奉仕を通じて様々なツールを提供しようと努力することにあります。一つの

奉仕部門において、青少年に対するプログラムやプロジェクトを組み合わせることで、クラブや

地区は、より強いアプローチで、この価値ある活動に関与することができます。 

青少年奉仕に含まれることとして、青少年の間での高い倫理基準及び倫理的な意思決定を奨励す

ること、青少年のニーズや願望や関心を理解し認識すること青少年に機会を提供すること、国際

ロータリーが提供する人道的、指導力養成、教育関連のプログラムへの青少年の参加を奨励する

こと。今月の青少年奉仕月間においてロータリーは、次世代のリーダーを育てることの大切さを

信じています。私たちのプログラムは、教育の機会を広げ、若い世代のリーダーがリーダーシッ

プのスキルを身につけ、奉仕の価値観を学べるよう応援しています。 

 インターアクトクラブにおいては、12～18 歳の中学・高校生が、地元でのボランティア活動や

海外のインターアクト会員（通称インターアクター）との交流を通じて視野を広げ、国際感覚を

養っています。 

 また、ロータリー青少年指導者養成プログラム（RYLA） RYLA のイベントは、14～30 歳まで

を対象として、地元ロータリークラブあるいは、地区によって開催され、地元のニーズに応じて、

1 日のセミナーから数日間の合宿まで、さまざまな形式で開催されます。 

本年は地区の委員長を大村ロータリークラブより太田陽子君がされています。先週になりますが、

5 月 17 日～18 日研修事業が、ここ大村において 50 名ほどの参加登録の中、開催され、本日報告

を頂けるようになっています。よろしくお願いします。 

 他にも、ロータリー青少年交換は、世界 100 カ国以上で実施され、ロータリークラブによる支



援の下、15～19 歳の学生が 海外に滞在し、言語や文化を学びながら、海外に友人をつくり、世

界市民としての自覚を養うことのできるプログラムなっています。 

他にも多くの取り組みがありますが、このようにロータリーは、青少年奉仕に取り組むことで、

青少年にリーダーシップスキルをみにつけることで、将来の社会を担う人材育成を目指し、青少

年ボランティア活動や地域貢献への参加を促し、社会における責任感を育てています。また、異

なる文化や国との交流を通じて、国際理解や協力を深めることを重視しています。また、学生や

若者が地元の課題を理解し、解決に向けた活動を行うことで地域社会の活性化を図っています。

青少年自身が成長するための機会を提供することで自己成長を促しています。 

これらを通じて、青少年がより良い未来を築くための基盤を整えることがロータリークラブの青

少年奉仕の主要な目的となっています。私たちロータリークラブはこれからもこのような活動を

通じて青少年や若い世代の社会人がリーダーシップ能力伸ばせるよう支援していきたいと考え

ます。本日の会長の時間とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

 

本日のゲスト：大村市役所 障がい福祉課の皆様 

 

大村市障がい者ミライデザイン相談会、出前

手話口座、「ながさきピース文化祭 2025」に

ついてお話いただきました。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

５月は青少年奉仕月間です。横組みのページでは、これに因んだ

特集がメインの記事になります。 

R I会長メッセージ         ・・・・・・・・４ 

 R I 会長に代わり、ローターアクトクラブ会員の寄稿文が寄

せられています。 

 青少年交換、R Y L A などのプログラムを成功に導くのは、若

いリーダーたちだけではありません。その可能性を信じてくれる

ロータリーの会員が必要です。だからインターアクトクラブのスポンサーとなってください。

交換学生のホストファミリーとなってください。R Y L A 参加者を支援してください。と書か

れています。 

視点 ガバナーのロータリー・モメント    ・・・・・・・・12 

 忘れもしない森川昭正さんとの出会い 

 石坂和彦ガバナー             ・・・・・・・・16 

  仙台宮城野 R C 会員で、2023−２４年度ガバナーを務められた森川昭正さんとの不思議な縁

について書かれています。お二人のいい笑顔の写真が載せられています。 

 ロータリー アットワーク          ・・・・・・・・26 

  スリランカの女性自助団体を支援      ・・・・・・・・27 

スリランカの女性による自助グループ「ディリ・ララナ」に対する第 2740 地区の支援活動に

関する記事が載せられています。石坂夫妻、森君の写真も載せられています。 

 縦組みのページ       

 S P E E C H        ・・・・・・・・・・・・・・・57 

  企業・組織におけるメンタルヘルスケアはなぜ大事か 

  川上 憲人 （一財）淳風会代表理事 理事長・東京大学名誉教授 

  精神疾患は複雑な病気ではありますが、シンプルに言うと、精神疾患は脳という臓器の病気。

肝臓病が肝臓の病気、心臓病が心臓の病気であるのと同様で、何も不思議なことではないので

す。皆さんが普通の一人の人間として精神疾患の方を助けられる、そういう力を持っているこ

とをぜひ認識していただきたいと述べられています。 

  企業としてできるメンタルヘルス対策として、今、世界的には３つの方法が、グローバルス

タンダードと考えられています。 

① 労働環境の有害な影響を防止する。 

② 精神健康を守る。 

③ 精神的な問題に対応する。 

  メンタルヘルス不調の従業員の対応（ネガティブな状態を元に戻す）も重要ですが、より生

き生きと元気に働いてもらう環境づくり（ポジティブ）はもっと大事じゃないか、というのが最

近の考え方です。 

雑誌の時間       雑誌・月信小委員会 荒木君 



   

この人訪ねて  安福 良直      ・・・・・・・・・・・・・・・51 

世界最大の虫食い算作家 「数独の父」との人生パズル 

パズルで有名な会社「ニコリ」の社長の話です。「数独」は時々楽しみますが、「数字は独身に

限る」から名付けられたことは、興味深いです。趣味を仕事にすることは幸せかどうかというこ

とは、時々話題になります。「運命の人」ともいえるニコリ創始者の鍛治さんとの出会いが彼の人

生の道標となったようです。 

 

 

 

 

 

「RYLA とは」 

 Rotary 

 Youth 

 Leadership 

 Awards 

 

「RYLA の歴史」 

世界→１９５９年オーストラリアで開催されたのが発祥 

日本→１９７６年第 366 地区 大阪・和歌山で初めて開催 

 

ロータリー青少年指導者養成プログラム 

◼ リーダーシップを発揮したい 

◼ 自分の可能性を広げたい 

◼ 世界を変えたい 

◼ 対象年齢は 14 歳～30 歳 

２０２４ー２０２５年度 ＲＹＬＡ事業テーマ 平  和 

意見交換会 

 

◀第１回目 3/29 

 

 

▶第２回目 4/26 

 

 

 

RYLAについて 地区 RYLA委員長   太田 陽子 



 

セミナー①原爆体験講演               セミナー②地域の安全と平和 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２日目ワークショップ 

ボートレース大村イベント広場「祈る平和から創る平和」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決意表明 

「明日から自分はどのような思いで生きていくか」 

修了証書 

 

 

 

 

 

 



２０２４～２０２５年度 

ＲＹＬＡ事業 

テーマ「シン・ライラ～一円融合であるためのリーダーシップ～」 

 

 

 

 

四つのテスト■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

１． 真実かどうか 

２． みんなに公平か 

３． 好意と友情を深めるか 

４． みんなのためになるかどうか 言行はこれに照らしてから 

 

 

 

 

 

 

【大塚会長・宮本幹事】 

５月１７日、１８日、地区 RYLA 事業 太田委員長をはじめ、地区委員の

皆様、お手伝い頂いた皆様、お疲れ様でした。本日は早速の事業報告、申し

訳ございませんでした。太田委員長よろしくお願い致します。又、３クラブ

合同ゴルフに参加された皆様お疲れ様でした。ありがとうございました。雑

誌の時間、荒木君よろしくお願い致します。（３） 

【石坂君】 

① 太田陽子君、太陽の如く輝いていました！第２７４０地区 RYLA（ライラ）ロータリー青

少年リーダーシッププログラム５月１８日～５月１９日の２日間、とても中身の濃い若い

世代の魂が弾けた、素晴らしいものでした。皆さんお疲れ様でした！ 

② 大村市障がい福祉課、長崎県文化観光国際部のみな様本日はありがとうございます。 

      ニコニコ BOX      ５月２０日 クラブ管理運営委員会 辻君 



③ ロータリーの友の紹介（ミテ！）荒木文明君、ありがとうございます。（５） 

【俣野君】 

長いことお休みして申し訳ありませんでした。「ウォークラリー」の際はご支援いただきありがと

うございました。「角君」のお陰でなんとかゴールにたどり着くことができました。ロータリーの

友情に感謝！（１） 

 

【太田君】 

先に開催されました RYLA 事業において、お手伝いに来て下さった、大塚会長、髙瀬君、木戸川

君、本川君、本当にありがとうございました！そして、石坂ガバナー、RYLA 事業を落語のよう

な落ちで盛り上げて下さりありがとうございました！（１） 

【渡邉君】 

太田君、卓話ありがとうございました。‘‘平和‘‘をテーマに事業をしたとのこと。２０年ほど前、

酒に酔っていた祖父と平和について小一時間、議論したことを思い出しました。戦火をかいくぐ

ってきた祖父の言葉がすごく重たく感じたことを覚えています。（１） 

 

 

合計 11,000 円 累計 865,000 円 

 

 

 

 

 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

■今後の予定について 

【クラブ】 

・6/10（火）第２例会 長崎インターナショナルホテル 12:30～13:30 

・6/17（火）第３例会 長崎インターナショナルホテル 12:30～13:30 

・6/24（火）第４例会 梅が枝荘 18:30～19:30 

【地区】 

・6/13（金）新旧ガバナー補佐・地区委員長交代式及び懇親会（太田・西川・俣野・森本大） 

・6/17（火）九州地区ガバナーエレクト会議開催（大塚） 

【２０２５−２０２６年度地区主要行事日程】・10/24～26 地区大会(唐津) 

５月第３例会（5 月２０日）出席率 73.8％修正出席率（5 月 6 日）休会 

大村ロータリークラブ 

TEL：０９５７-４２-６１９２     FAX：０９５７-４２-６１９３ 

                                                                                                                                     

  


